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永山惠新
（長井）
坂下二中
3年

佐藤　翔
（長井）
坂下二中
3年

田代直希
（上町出身）
自衛隊郡山

北村美樹
（沖）
坂下一中
2年

宮田　篤
（勝方）
若松商業
高校 1年

仙波麻理
（新栄町）
坂下一中
3年

斎藤祥太
（中政所）
会津工業
高校 3年

赤城拓未
（柳町）
坂下二中
2年

伊藤重幸
（新栄町）
会津農林
高校教員

小林　亮
（上町）
坂下一中
2年

湯浅　蓮
（緑町）
会津農林
高校 2年

宇内和大
（宇内）
喜多方桐桜
高校 1年

髙原奈津希
（八日沢）
坂下二中
2年

五十島秀平
（緑町）
会津農林
高校 1年

大会当日、選手の変更もあります。

控
え
選
手

5.4㎞
男
子
中
学
生

5.4㎞
男
子
中
学
生

8.3㎞
男
子

6.4㎞
男
子
高
校
生

又
は
中
学
生

7.3㎞
男
子

5.8㎞
男
子
中
学
生

又
は
シ
ニ
ア

8.2㎞
男
子
中
・
高
校
生

又
は
シ
ニ
ア

4.0㎞
女
子

第
１
区

第
２
区

第
３
区

第
４
区

第
５
区

第
６
区

第
７
区

第
８
区

スタート

行
健
小
学
校
内

開
成
山
陸
上
競
技
場
内

須
賀
川
市
役
所
内

鳥
見
山
陸
上
競
技
場
内

矢
吹
町
役
場
内

泉
崎
さ
つ
き
公
園
前

白
河
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

ゼ
ア
ノ
ッ
ク

日
本
全
薬
工
業
㈱
前

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

　

大
沼
体
育
館
前

みんなの想いを一本のタスキにつなげ…駆け抜けろ会津坂下町チーム！

ふくしま駅伝
　第22回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が白河市総合運動公
園陸上競技場スタート、福島県庁ゴールで開催されます。例年通
り、参加51市町村で熱戦が繰り広げられます。
　会津坂下町チームのナンバーカードは昨年同様『33』です。
　 7月から遠藤和栄監督のもと『ONE FOR ALL,ALL FOR ONE』
を合言葉に中・高校生を中心に練習を積み重ねてきました。
　最後まで諦めないで粘り強く自分の走りをしますので、
町民の皆さんの応援をよろしくお願いします。
　11月21日は、以下のメンバーでタスキをつなぎます。
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ふくしま駅伝を応援に行こう！
　大会当日は選手を応援するために、応援バスを運行します。選手が力走
する姿を、『ふくしま駅伝』の迫力を肌で感じてみませんか？
▼日　　時　11月21日（日）午前 5時00分出発
▼集合場所　会津坂下中央・坂下公民館前駐車場
▼応援箇所　白河（スタート）～郡山～福島（ゴール）※ 3箇所程度予定
▼定　　員　25名（先着順）
▼締 切 日　11月17日（水）まで

駅伝コース沿線での応援者募集！
ご親族やお知り合いに、駅伝コース沿線のお住まいの方はいらっしゃいませんか？大会当日、沿線で応

援できる方がいらっしゃれば応援の呼びかけをお願いいたします。また、事務局までご連絡いただければ、
応援グッズを送付します。みんなで会津坂下町チームを応援しよう！
▼申し込み・問い合わせ先　NPO法人スポールクラブバンビィ　TEL 83-2301（町民体育館内）

永山義信
（袋原）
会津坂下町
役場

遠藤浩子
（新開津）
柳津小教員

佐藤　祥
（緑町）
喜多方桐桜
高校 1年

田中雄太
（新町出身）
神奈川県
小学校教員

加藤秀法
（青津）
㈱コメリ

遠藤和栄
（新開津）

監　督

山口紗葵
（新開津）
坂下一中
1年

佐藤秀一
（長井）

コーチ

田中啓太
（新町）
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役場

川村啓司
（新町）
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3年
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（本町）
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ふくしま駅伝　第22回大会
白河⇒福島　１６区間　９６．２㎞

昨年の成績　タイム　５：２９′２３″
町の部　第４位

11月21日（日）　午前7時40分スタート
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5 回表： 2アウトから代打佐藤佳樹が左中間にチーム 2本目のヒッ
トでチャンスを作るが、続かず無得点

5回裏：投手交代、 2番手江川秀幸が無失点に抑える
6回表：冨田監督が動く。代打攻勢で流れを変えようとするが得点

のチャンスを作れず
6回裏： 5回に続き、江川が無失点に抑える
7回表：最終回の攻撃も完璧に抑えられ得点できずゲームセット

第4回市町村対抗福島県軟式野球大会

会津坂下町、自慢の打線沈黙！
成田・江川投手、好投も報われず！惜敗惜敗第4回市町村対抗福第4回市町村対抗福第4回市町村対抗福島県惜敗会津坂下町、自慢の会津坂下町、自会津坂下町、自慢惜敗成田成成田

　 9月26日（日）、福島県営あづま球場で会
津坂下町の 1回戦が行われた。相手は同じ会
津勢の喜多方市。選手同士、顔見知りも多く

先発した成田庄栄投手

チームをまとめた渡部由政主将

険しい顔の冨田監督

応援にかけつけてくれた町民の皆さん

味方を応援するベンチの選手たち

お互いやりにくい相手。今年で 3年目になる冨田監督が先発に指
名したのは、ベテランの成田だった。
　午後 1時プレーボールのサイレンが鳴った。先発の成田は、監
督の期待に答え初回、 2回と無失点に抑える。しかし、 3回にピ

ンチを迎え 1点を奪われる。続く 4
回にも連続安打を浴び、 1点を取ら
れ、なおも、 1死 2塁のピンチ。こ
こは、ベテランらしく食い止め、 5
回から江川に交代。江川は 5、 6回
を危なげなく 0点に抑え味方の援護を待ったが、高校の時代から注目投
手だった喜多方市のエース蓮沼の前に打線は散発 2安打と抑えられ、完
封負けで喜多方に初勝利を献上した。主将の渡部由政は、「自慢の打線
が沈黙していた」と悔しさをにじませ、「来年は初戦突破する」と雪辱
を誓っていた。

【第4試合　福島市県営あづま球場】
1 2 3 4 5 6 7 計

会津坂下町 0 0 0 0 0 0 0 0
喜 多 方 市 0 0 1 1 0 0 × 2
（坂）成田、江川 － 宮田、佐藤（佳）　（喜）蓮沼 － 瓜生、田崎
【試合内容】
1 回表： 3者凡退
1回裏：ノーアウトのランナーを出すも初回無失点
2回表： 2アウトから 6番角山文昭がセンター前ヒットと盗塁

で 2塁のチャンスも無得点
2回裏： 2アウト 2塁のピンチも後続を抑え無失点
3回表： 3者凡退
3回裏： 2アウト 3塁から内野安打で失点
4回表： 3者凡退
4回裏：ノーアウト 2塁で相手にライト前ヒットを打たれ追加

点を与えるが、後続を抑える
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『いにしえ街道』
マラソン大会2010あいづば
んげ『いにしえ街道』『いにしえ街道』

マラソン大会マラソン

5

部門 種　　目 氏　　名 所　属 記  録

1 部 高校生男子
（10㎞） 湯浅　　蓮 ふくしま駅伝

会津坂下町チーム 33分51秒

2 部 男子（10㎞）
（39歳以下）田代　直希

ふくしま駅伝
会津坂下町チーム 32分02秒

3 部 男子（10㎞）
（40歳以上）熊田　良二 高田厚生病院 38分08秒

4 部

中学生男子
（ 5㎞） 二瓶　涼太 ふくしま駅伝

柳津町チーム 16分48秒

団　　体 美里駅伝チーム

5 部 高校生男子
（ 5㎞） 若菜　優雅 喜多方桐桜

高等学校 15分48秒

6 部 男子（ 5㎞）
（39歳以下）加藤　伸治

喜多方市
駅伝チーム 15分10秒

7 部 男子（ 5㎞）
（40歳以上）前林　和幸 ｇｕｎｇｙｏ 16分56秒

8 部 男子（ 5㎞）
（50歳以上）遠藤　和栄 坂下走友会 17分06秒

9 部 男子（ 5㎞）
（60歳以上）萩谷　博美 太田走友会 19分27秒

部門 種　　目 氏　　名 所　属 記  録

10部

中学生女子
（ 3㎞） 佐藤　　萌 ふくしま駅伝

柳津町チーム 10分48秒

団　　体 猪苗代中スキー部

11部 高校生～一般
女子（ 3㎞）梅宮あゆみ

喜多方市
駅伝チーム 10分30秒

12部 小学3・4年
男子（ 2㎞）黒澤　　翔

河東町スポ少
陸上競技部 7分46秒

13部 小学3・4年
女子（ 2㎞）大橋　陽菜 高田小学校 8分05秒

14部 小学5・6年
男子（ 2㎞）渡部　功太 磐梯第一小学校 6分58秒

15部 小学5・6年
女子（ 2㎞） 蓮沼 萌生 金上小学校 7分40秒

16部 親子競走
（ 2㎞）

渡辺　　　
福佳・源基 オレンジーズ 7分37秒

17部 小学1・2年
男子（ 1㎞）石川　大地 河東町スポ少 3分52秒

18部 小学1・2年
女子（ 1㎞）高橋　希羽 坂下小学校 4分01秒

◆ 各 部 優 勝 者 （網掛けは大会新記録）◆

　町最大のスポーツ・イベントであるマラソン大会が10月17日
（日）に坂下小学校前をスタート・ゴールに開催されました。
　今年も町内外、幼稚園児から70歳代まで過去最多の942名の
ランナーが参加し、街路樹が色づく秋空の下、広々としたコー
スを駆け抜けました。
　沿道にはたくさんの方が応援にかけつけ、声援を送りました。
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広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
の
5
月
10
日
号

に
折
り
込
み
し
ま
し
た
「
住
民
の
声
」

を
報
告
し
ま
す
。
9
月
末
現
在
に
お
い

て
手
紙
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件
、
メ
ー
ル
9
件
で
合
計
35

件
の
投
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
住
民
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」
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た

め
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、
な
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氏
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名

記名投書を！
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お
願
い
し
ま
す
。
記
名
さ
れ
ま
し
た

方
に
は
、
必
ず
直
接
回
答
申
し
上
げ
ま

す
。（
原
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と
し
て
氏
名
の
公
表
は
い

た
し
ま
せ
ん
。）
い
た
だ
い
た
「
住
民

の
声
」
は
、
町
政
に
生
か
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
建

設
的
な
投
書
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
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や

缶
の
プ
ル
タ
ブ
の
収
集
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所
は

国
道
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（
元
古
坂
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ガ
ソ
リ
ン
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タ

ン
ド
付
近
）
の
工
事
後
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い
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ペ
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ト
ボ
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の
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ャ
ッ
プ
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プ
ル
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の
こ
と
が
新
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な
ど
に
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い
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の
で
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が
、
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も
集
め
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は
い
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
ど
こ
に
持
っ
て
行
っ
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
広
報

な
ど
で
収
集
場
所
を
知
ら
せ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。（
匿
名
）

【
生
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部
】
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ボ
ト
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い
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は
、
町
で
は
役
場
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関
内
に
収
集
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
缶
の
プ
ル

タ
ブ
は
、
老
人
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
ま

す
社
会
福
祉
協
議
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で
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等

へ
お
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。
役
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戸
籍
環

境
班
で
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収
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て
い
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お
渡

し
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た
し
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す
の
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ち
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い
。

国
道
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号
の
工
事
前
は
、
信
号
に
か

か
わ
ら
ず
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中
に
入
れ
た
が
、
工
事
後

は
信
号
で
足
止
め
さ
れ
か
な
り
不
便
に

な
っ
た
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
し
た

の
か
。（
無
記
名
）

【
建
設
部
】

当
該
地
区
は
交
通
量
が
多
く
、
交
通

事
故
が
多
発
す
る
地
点
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
交

差
点
改
良
と
歩
道
の
拡
幅
事
業
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

従
来
は
国
道
か
ら
鋭
角
に
市
街
地
方

面
へ
進
入
し
て
お
り
、
車
両
運
転
者
に

と
り
ま
し
て
は
大
変
都
合
の
良
い
状
態

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
歩
行
者
の
方
々

に
と
り
ま
し
て
は
安
全
性
や
利
便
性
に

つ
い
て
は
充
分
な
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
改
良
後
は
市
街
地
方
面
と

新
潟
方
面
を
一
元
的
に
信
号
機
の
誘
導

に
よ
り
車
利
用
者
の
進
入
時
の
安
全
確

保
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。今

後
も
、
住
民
の
安
全
と
快
適
さ
を

第
一
に
考
え
歩
行
者
と
車
利
用
者
が
お

互
い
に
共
存
し
あ
え
る
道
路
整
備
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
設
計
変
更
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
の
方
々
と
話
し
合
い
合
意
を
得

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　秘
書
広
報
班

　℡
（
84
）
2
4
7
7

「広報あいづばんげ」は毎月10日に発行し、様々な情報を掲載しています。
より皆さんに読んでいただける広報紙を作成するために、広く町民の皆さ
んの意見をお聞きしたく「広報あいづばんげ」のモニターを募集します。
▼対　　象　町内在住の10代以上の男女　10名程度
▼内　　容　広報を読んでアンケートを記入し郵送で提出。
　　　　　　※会議などは行いません。
▼募集期間　11月15日（月）～11月30日（火）
▼そ の 他　ご協力いただいた方には粗品をお贈りします。
▼申し込み・問い合わせ先　秘書広報班　TEL 84-2477　FAX 83-0349

「広報あいづばんげ」モニター募集

住民の声



わたしの町の家計簿

平成22年度　上半期の財政状況

一 般 会 計（平成22年4月～9月）

歳　出 （単位：千円）

科　　目 予算現額 支 出 済
現 在 高

支出率
（％）

議 会 費 86,337 42,937 49.7
総 務 費 1,252,936 448,261 35.8
民 生 費 1,539,772 700,109 45.5
衛 生 費 321,723 155,626 48.4
労 働 費 7,725 7,170 92.8
農 林 水 産 業 費 705,854 163,233 23.1
商 工 費 175,731 111,056 63.2
土 木 費 1,054,424 343,464 32.6
消 防 費 298,505 208,754 69.9
教 育 費 1,314,648 547,453 41.6
災 害 復 旧 費 9,513 1,265 13.3
公 債 費 829,267 403,001 48.6
諸 支 出 金 154,462 17,133 11.1
予 備 費 33,735 0 0.0
合 計 7,784,632 3,149,462 40.5

財政調整基金残高 56,009

歳　入 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収 入 済
現 在 高

収入率
（％）

町 税 1,473,264 849,118 57.6
地 方 譲 与 税 126,500 37,019 29.3
利 子 割 交 付 金 5,500 2,276 41.4
配 当 割 交 付 金 1,300 525 40.4
株式等譲渡所得割交付金 1,200 0 0.0
地方消費税交付金 150,800 88,581 58.7
自動車取得税交付金 27,000 8,668 32.1
地 方 特 例 交 付 金 27,300 30,206 110.6
地 方 交 付 税 2,805,148 1,979,100 70.6
交通安全対策特別交付金 2,675 1,278 47.8
分担金及び負担金 56,940 23,884 41.9
使用料及び手数料 116,122 45,071 38.8
国 庫 支 出 金 570,697 178,938 31.4
県 支 出 金 637,292 60,169 9.4
財 産 収 入 7,736 4,459 57.6
寄 附 金 12 708 5900.0
繰 入 金 5,315 0 0.0
繰 越 金 376,716 376,714 99.9
諸 収 入 160,315 47,024 29.3
町 債 1,232,800 0 0.0
合 計 7,784,632 3,733,738 48.0

一時借入金残高 0
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平成22年度上半期の町財政について

平成22年 9 月末現在のわが町の家計簿は、下の表のとおりです。
　 9月末までの補正予算を含めた総額は77億8,463万円となり、上
半期を経過した現在、歳入歳出とも順調に執行されています。
町財政は町税等の減収や教育施設の整備等による一時的な建設費

の増加により厳しい状況が続いていますが、町の行政経営改革プラ
ン、第 4次振興計画に基づき、より効果的で効率的な行財政運営に
努めています。

主な事業の進捗状況

教育施設適正配置に基づき平成21年度から整備が始まった学校給
食センター改築については、今年度中に完了予定です。今後は統合
中学校、統合小学校の整備に向け準備を進めます。また坂下南幹線
通過に伴い平成11年度から整備が始まった中岩田住宅建替事業は、
8号棟の完成をもって計画された50戸の整備が今年度完了します。



平成22年10月 9 日～10月10日の二日間にわたり、町
中央公民館で「ＶＯＩＣＥ　of　あいづばんげ市民討
議会2010」が開催されました。
この事業は平成22年 6 月 1 日に会津坂下青年会議所

と町とＮＰＯ法人ＮＩＶＯとの間で結ばれた三者協定
によるものであり、開催当日まで三者の協力のもと検
討準備を重ね実施に至りました。「市民討議会」は、
普段町の政策決定にまったく関わらない住民の「見え
ない意見」を「見える提言」にすることが大きな狙い
です。特に今年度は、初めての「市民討議会」の実施であり、町の政策決定にとって、この手法を用
いることの有効性を試すことも大きな目的です。

　町では事前に、無作為に選ばれた1,000名の一般住民
に討議会参加のご案内を送り、その結果、22名の方から
参加の申し出がありました。
討議会当日は、地区も職業も性別も様々な20代から70

代までの19名が参加され、「①活力あるまちとは？」「②
住みよいまちとは？」「③そういったまちをつくるに
は？」の 3つのテーマについて意見交換を行いました。
参加者の 9割の方が、こういった討議が初めての方でし

たが、緊張して話せなかった方も、二日目には積極的に自分の意見を述べる場面も見受けられ、非常
に活発な討議が交わされました。その後、班ごとに検討結果の発表を行い、各班から出された意見に
ついて、参加者自身による投票が行われました。終了後、参加した方からは「初めての討議会でとて
も自分の為になった」との感想が聞かれました。
　この討議会で各班から発表された内容と全体の投票
結果については、後日、報告書にまとめ、町に「見え
る提言」として提言します。
　
＊「市民討議会」とは、ドイツで行われている住民自
治の手法を表す言葉です。2005年に東京で実施され、
各地に広まっています。

▼問い合わせ先　政策企画班　TEL 84-1504
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市民討議会




